
 

 

 

 

 

 

     

地地区区懇懇談談会会、、あありりががととううごござざいいままししたた。。  
  ６６月月２２９９日日（（月月））のの夜夜、、「「地地区区懇懇談談会会」」「「全全地地区区委委員員会会」」がが行行わわれれままししたた。。地地区区委委員員ををははじじめめ保保護護

者者のの皆皆ささまま、、ごご多多用用のの中中ををおお集集ままりりいいたただだきき、、誠誠ににあありりががととううごござざいいままししたた。。懇懇談談でではは、、いいろろんんなな

話話題題ががででままししたたがが、、そそのの中中でで以以下下のの四四点点ににつついいてて、、改改めめてておお知知ららせせししまますす。。ぜぜひひ、、ごご家家庭庭ででももおお子子

様様ととおお話話ししくくだだささいい。。  

  

 自転車、「乗る」から「運転」 へ意識を変えよう！ 

         ～「自転車は車のなかま」（警察庁）～ 

 

 この６月１日から道路交通法が改正されたことは「７月号の学校便り」でもお知らせしましたが、 

改めてその主な改正点をおさらいすると、次のようになります。 

 

○悪質自転車運転者は、講習を受けることに。 

○自転車の検査等（ブレーキ）に関する規定が新設されました。 

○自転車等が通行できる路側帯は、道路の左側部分の路側帯に限ることに。 

 

また、これに関連して『自転車安全利用五則』というものがありますが、そのうちの「1.自転車

は、車道が原則、歩道は例外」と「2.車道は左側を通行」について、保護者の方から「今まで右側

の歩道を通らせていたが、左側の車道を通らなければならないのか?」との質問が 

だされました。歩道でも、右の標識がある歩道は、歩行者優先を守れば自転車通行 

可です。北中前や桔梗が丘のバス通りなど広い歩道のある幹線道路の一部には、こ 

の標識があります。標識を確認して「歩行者優先」で通学させてください。ただし、 

警察に確認したところ、この標識のない歩道でも、自動車の交通量が著しく多く、 

かつ車道が狭いなど、客観的に見て、安全のためやむを得ない場合は通行が可となります。 

「歩行者優先」を守って通行するようお話しください。 

 

 

 

 

 

「テスト前の数日間、ラインやメールはしないように親子で話し合って決めている」 

そうした声が多くの共感を得た懇談会でしたが、同時に「親として子どもにどう話したらいいだ

ろうか？」という声もありました。 

７月６日（月）の５限目、全校生徒対象に「ケータイ安全教室」が 

開かれ、NTTドコモの担当者から、ラインなどの「ソーシャルネット 

ワークの危険性」について、次のようなお話をお聞きしました。 

 

①だれが見てるかわからない。 

②情報の真偽（ウソか本当か）が確認しにくい。 

③一度発信した情報は、完全には削除できない。 

 

平成２７年 ７月１０日 

学校だより  「号外」 

発行 名張市立北中学校 

 携帯・スマホは便利、だけど使い方がね……。 
             ～５月３０日（土）３１日（日）～ 

 

 

名張市中学校体育連盟主催による「名張市大会」が５月末の両日、市内各地で

開催されました。晴天の下、北中 GIRLS＆BOYS は、日頃の汗と涙を成果につなげ

ようと熱い戦いをくりひろげました。保護者の皆さま、応援、送迎にと誠にあり

がとうございました。尚、柔道と剣道については、６月６日（土）名張市武道交流

館にて実施されます。 

団体戦結果 

軟式野球：３位 バスケットボール男子：５位 女子：３位 バレーボール男子：

準優勝 女子：４位 

サッカー：優勝 ハンドボール男子：準優勝 女子：３位 卓球男子：３位 女

子：３位  

ソフトテニス男子：４位 女子：準優勝 

 個人戦結果 



④悪意のある他者に不正使用されたり、アクセスされたりするリスクがある。 

⑤匿名性には限界があり、個人を特定されてしまう（警察は発信元を特定できる） 

⑥自分やなかまだけのプライベートな空間ではない。 

 

さて、もちろん、「携帯・スマホ」は便利なものですが、必ずもたなければならないというもの

でもありません。ましてや利便性よりも危険性が指摘される今日、その所持と使用については十分

お考えいただきたいと思います。そこで、一度こんな視点でお子様とお話しされてはいかがでしょ

うか。 

たしかに携帯やスマホは便利で魅力的です。世界が広がるというか、多くの情報に接することが

できるようになり、そこに参加していくことが可能になります。しかし、「便利と魅力」には、「危

険と無神経」が隣り合わせになっています。同じような例としてあげられるのが「車」じゃないで

しょうか。現代に生きる私たちにとって、自動車は生活の一部となっています。たんなる移動手段

であるだけでなく、旅行やドライブなど生活を豊かにする手段となっています。ですが便利な一方、

それは交通事故などときに命をうばうこともあるのです。「便利だけど危険」 ……この問題を解

決するために、人々は「年齢制限」と「運転免許」を考えました。一定の年齢になるまで、免許を

とるまでは運転してはいけません。それでも事故はゼロにはならないけれど、最低そのラインは守

りましょう、と。 

さて、携帯やスマホはどうでしょうか？ 

「○○できたら買ってもらうんだ」 

                  時々、そんな声を聞くことがあります。もちろん購入した

り維持されたりされるのはご家庭です。ですが、そうして買

い与えた携帯やスマホ、「慣れていくうちに使い方も覚える

さ」じゃいけないのかも知れませんね。たしかに車ならそう

はいきません。「免許はないけれど、運転しているうちにナ

ントカうまくなるさ」は通用しないハナシなのです……。 

 最後に、『責任能力』ということばがあります。それは一体どんな能力をいうのでしょうか？  

それは「自分の行動がどんな結果をまねくか考えることができ、その結果に責任を負うことがで

きる能力」をいいます。車の「年齢制限」や「運転免許」は、この責任能力の有無を問うているの

でしょう。責任能力のない人は、運転してはいけませんよ、と。 

 

 

 

 

 

  お車で送迎なさるときのお願いです。時間によってはバスに向かう子どもたちと、お迎えの車が交

差・接近して危ない状況になることがあります。とくに雨の時は、視界不良と急ぐ子どもたちが合わさ

って危険です。子どもたちが大勢いるときは、バス・ロータリーまでの進入でお願いします。尚、ロー

タリーは「バスの運行優先」ですので併せてお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

       今後のオープンスクール日程 

９月１９日（土）  土曜授業 １・２限 

１０月２７日（火）  文化発表会（３年合唱コンクール含む） 

１１月２１日（土）  土曜授業 １・２限 

１２月１０日（木）  1･2年合唱コンクール 

  ２月 ９日（火）  マラソン大会 

３月 １日（火）  三年生を送る会 

※詳しい内容、場所などについては、学年通信等でお知らせします。  

登下校の車の乗り入れは、バス・ロータリーで願います 


